
【修正日】 2023/09/26_14:07　       【出力日】 2023/09/26_14:08

　「月刊経理WOMAN」の最大の特長は......

　
　執筆者の先生のなかには、やたら難解な表現で原稿を書いてくる方もいるので
すが、何度も書き直しをお願いして、これならビギナーでもわかる！とGOサインが
出ない限り掲載しません。ほかにも以下のようなオススメポイントがあります。

経理WOMAN　2019年 8 月号 76

健
康
保
険
と
合
わ
せ
て
保
険
料
が
徴
収
さ
れ

る
た
め
「
健
康
保
険
」
と
同
じ
括
り
で
扱
わ

れ
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

　こ
こ
で
は
、
狭
義
の
社
会
保
険
に
つ
い
て
、

迷
い
や
す
い
手
続
き
を
Ｑ
＆
Ａ
で
説
明
し
て

い
く
こ
と
に
し
ま
す
。

　な
お
、
社
会
保
険
が
適
用
さ
れ
る
事
業
所

で
す
が
、
法
人
事
業
所
（
株
式
会
社
等
）
の

場
合
は
業
種
や
従
業
員
の
人
数
に
関
係
な
く
、

す
べ
て
の
事
業
所
が
強
制
適
用
事
業
所
と
な

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
従
業
員
を
雇
用
し
て

　
社
員
を
採
用
し
た
ら
社
会
保
険
に
加
入
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
加
入
の
た
め
の
手

続
き
や
毎
月
の
保
険
料
の
徴
収
に
つ
い
て

は
、
皆
さ
ん
も
よ
く
ご
存
知
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
た
だ
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
ケ
ー
ス
が
出
て

く
る
と
、
そ
の
取
扱
い
に
迷
っ
て
し
ま
う
こ

と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
ア
ル
バ
イ

ト
を
採
用
し
た
り
、
外
国
人
を
雇
用
し
た
と

き
は
、
社
会
保
険
の
取
扱
い
は
ど
う
な
る
の

で
し
ょ
う
か
。
知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な

い
「
社
会
保
険
の
手
続
き
」
を
解
説
し
ま
す
。

　社
会
保
険
と
は
、「
健
康
保
険
」「
厚
生
年

金
保
険
」「
介
護
保
険
」「
労
災
保
険
」「
雇

用
保
険
」
の
総
称
で
、
働
く
人
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
た
め
の
公
的
保
険
制
度
で
す
。
一
般
的

に
「
社
会
保
険
」
と
い
う
言
葉
は
、
狭
義
の

意
味
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
こ
の
場

合
、「
健
康
保
険
」「
厚
生
年
金
保
険
」
を
指

し
ま
す
。

　「労
災
保
険
」「
雇
用
保
険
」
は
「
労
働
保

険
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、「
介
護

保
険
」
は
40
歳
以
上
の
従
業
員
が
対
象
で
、

「
社
会
保
険
の
手
続
き
」

教
え
ま
す

知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い

パートタイム・
アルバイトの加入から
60歳再雇用者の
手続きまで

特
定
社
会
保
険
労
務
士

　城
田
め
ぐ
み

経理税務だけでなく
社会保険・総務・人事関連の企画も
豊富にピックアップ！

中小企業の経理ご担当者は、経理
の仕事だけをやっているわけでは
ありません。社会保険事務から給
与計算、採用関係、登記手続きま
で幅広い仕事をこなすことも。多
岐にわたる経理担当者の業務を取
り上げています。

「今月の事務」では
毎月の法定事務や
税制改正情報などを掲載！

連載「今月の事務」では税理士と
社会保険労務士が、毎月の法定事
務や、気をつけたい事務手続きを
解説。また、そのときどきで押さえ
ておきたい法改正情報も都度取り
上げてご紹介しています。毎月の
事務の指針としてご活用ください。

日 月 火 水 木 金 土

仏滅 大安

仏滅 大安

大安

仏滅 大安

仏滅

大安 大安 仏滅

事務チェックポイント執筆担当者

★

★
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愛子さま11
歳の誕生日

人権週間
Ｇ７内務・
安全担当相
会合（水戸
市/～10日）

高知県知事
任期満了

皇后雅子さ
ま60歳の誕
生日

高輪泉岳寺
義士祭

年賀郵便受
付開始

ノーベル賞
授賞式（ス
トックホル
ム）

冬至
福井市長任
期満了

上皇陛下90
歳の誕生日

クリスマス 官庁御用納
め

　経
団
連
の
調
査
に
よ
る
と
今
年
の
春
闘
の
妥
結

結
果
（
大
企
業
／
最
終
集
計
）
は
、
定
昇
を
含
む

加
重
平
均
が
３
・
99
％
で
約
30
年
ぶ
り
の
高
水
準

と
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
３
０
０
人
未
満
の
中
小

企
業
の
妥
結
平
均
は
３
・
35
％
で
、
こ
ち
ら
も
前

年
の
２
・
02
％
を
大
幅
に
上
回
る
結
果
と
な
っ
て

い
ま
す
（
連
合
調
査
）。
岸
田
首
相
は
来
年
度
予

算
の
編
成
に
関
連
し
て
「
中
小
企
業
を
含
め
た
賃

上
げ
の
実
現
や
物
価
高
へ
の
対
応
を
重
視
す
る
」

と
表
明
し
ま
し
た
が
、
政
府
の
意
向
に
関
わ
ら
ず
、

昨
今
の
深
刻
な
人
手
不
足
に
対
応
す
る
た
め
に
は

「
賃
上
げ
」
が
企
業
に
と
っ
て
の
大
き
な
テ
ー
マ

に
な
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　大
企
業
に
比
べ
て
経
営
余
力
の
少
な
い
中
小
企

業
で
す
が
、「
人
手
不
足
倒
産
」
と
い
っ
た
事
態

を
避
け
る
た
め
に
も
世
間
並
み
の
「
賃
上
げ
」
に

向
け
た
経
営
努
力
が
不
可
欠
で
す
。
そ
の
た
め
に

は
経
理
担
当
者
と
し
て
も
、
中
小
企
業
の
賃
上
げ

を
支
援
す
る
補
助
金
（
事
業
再
構
築
補
助
金
等
）

や
優
遇
税
制
（
賃
上
げ
促
進
税
制
等
）
の
情
報
収

集
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
そ
う
で
す
。 （
編
集
長
）

法定・社内事務

毎月の経理、税務、社会保険、総務関
係の手続きをカレンダーで紹介しま
す。詳しい実務については、10ページ
以降をご参照ください。

東証等大納
会

秩父夜祭

【経理・税務】
 税理士　小林俊道
【社会保険・労務】
 特定社会保険労務士　岩瀬孝嗣

大雪

クリスマスイブ
有馬記念（中山
競馬場）

除夜の鐘

＊日程は変更になる場合があります。
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11月分の住民税特別徴収税額、所得税源泉徴収税額の納付期限です。

11月分の社会保険料、子ども・子育て拠出金の納付期限です（１月４日ま
で）。

◯ 賞与（年3回以下の賞与）からは「賞与の社会保険料」が徴収されます。
詳しくは本文をご参照ください。

◯ 今月は年末調整事務があります。「特別付録／年末調整まるかじり」を
参考に、ミスのないよう進めましょう。

◯ 年末年始休暇のスケジュールを取引先に連絡しましょう。

月の事務チェックカレンダー12 DECEMBER

KW12-今月の事務.indd   8-9 2023/10/11   14:13
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健
康
保
険
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険
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収
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康
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」
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わ
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が
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あ
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す
。
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迷
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。
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し
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会
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に
加
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ば
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。
加
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た
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手

続
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や
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保
険
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よ
く
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険
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「
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保
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会
保
険
と
は
、「
健
康
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険
」「
厚
生
年

金
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険
」「
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保
険
」「
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災
保
険
」「
雇

用
保
険
」
の
総
称
で
、
働
く
人
を
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す
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的
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度
で
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に
「
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会
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」
と
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は
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と
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。
な
お
、「
介
護

保
険
」
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象
で
、
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で
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保
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労
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　城
田
め
ぐ
み

毎年12月号には
別冊付録「年末調整まるかじり」が
付いています！

経理ご担当者にとって最大のイベ
ント、「年末調整」。毎年１２月号に
は別冊で付録が付き、年末調整の
基本知識からその年の改正ポイン
トまでをビギナーにも分かるように
１冊にギュッとまとめています。ぜひ
お忙しい年末にお役立てください！

経理関連の
お堅い記事だけでなく
楽しい記事も満載です！

連載「わたしの金銭哲学」は、著名
人にインタビューをしてお金にまつ
わるエピソードや信念、失敗談等
をまとめた記事。ほかにも、映画
情報や書籍情報も掲載していま
す。投稿欄「経理WOMANの井戸
端会議室」は経理担当者が「ある
ある！」を共感できる場です。
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若
き
日
に
大
き
な
相
場
を
張
っ
て
大
儲
け

　僕
が
北
の
大
地
に
生
ま
れ
た
頃
は
炭
鉱
の
全
盛
期
で
、

石
炭
は
「
黒
い
ダ
イ
ヤ
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
父

は
故
郷
の
九
州
・
筑
豊
地
方
で
炭
鉱
を
経
営
し
て
い
た

の
で
す
が
、
戦
後
は
北
海
道
の
芦
別
で
、
独
立
系
の
炭

鉱
を
経
営
し
て
い
ま
し
た
。
世
間
で
は
「
炭
鉱
王
」
な

ど
と
呼
ば
れ
た
時
代
で
す
が
、
僕
に
は
ま
っ
た
く
実
感

が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
あ
当
時
と
し
て
は
恵
ま
れ
た
環
境

に
生
ま
れ
育
っ
た
と
言
え
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　全
身
炭
塵
ま
み
れ
に
な
っ
た
坑
内
作
業
員
が
仕
事
を

終
え
我
が
家
を
訪
ね
て
来
る
と
、
父
は
上
座
に
招
き
入

れ
一
升
瓶
で
自
ら
酌
を
し
て
い
ま
し
た
。
炭
鉱
主
の
父

の
元
に
は
偉
い
お
客
さ
ん
も
よ
く
来
て
い
た
の
で
す
が
、

ど
ん
な
大
物
に
も
そ
ん
な
対
応
を
し
て
い
る
の
は
見
た

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ね
に
炭
鉱
事
故
と
背
中
合
わ

せ
で
働
く
作
業
員
を
心
か
ら
大
切
に
し
て
い
ま
し
た
ね
。

　あ
る
日
、
学
生
さ
ん
が
菓
子
折
り
を
持
っ
て
「
長
い

間
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
お
陰
様
で
大
学
を
卒

業
し
就
職
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
我
が
家
に
挨

拶
に
来
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
ど
う
や
ら
両
親
は
炭

藤井　隆
●ふじい　たかし
慶応義塾大学経済学部卒、1974年にNHKに入局し、政
治部記者として外交・安全保障を担当。1987年からワ
シントン特派員としてホワイトハウス・国防総省を担
当し、東西冷戦の終焉に立ち会う。1990年の湾岸戦争
では最前線で従軍取材。1994年ハーバード大学CFIA・
国際問題研究所でフェロー。ドイツ支局長を経て、ワ
シントン支局長を8年間にわたって務める。この間2001
年同時多発テロ事件に遭遇し、11日間の昼夜連続の中
継放送を担った。2005年にNHKから独立後は、慶應義
塾大学教授としてインテリジェンス戦略論を担当。著
書に『ウルトラ・ダラー』、『スギハラ・サバイバル』、
『鳴かずのカッコウ』、『武漢コンフィデンシャル』、『ウ
クライナ戦争の嘘』など多数。現在は外交・安全保障、
インテリジェンス問題を主なテーマに、新聞・雑誌に
も寄稿し、コラムニストとしても活躍、一線のビジネ
スマンや官僚などの指導にも熱心に取り組んでいる。
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難しい専門知識をビギナーの実務担当者にも
理解できるよう丁寧に解説していること。


